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は
じ
め
に

一
、「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽

二
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
つ
い
て

三
、「
雑
画
帖
」
と
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
類
似

四
、「
雑
画
帖
」
第
五
図
の
再
検
討

む
す
び
に

は
じ
め
に

　

土
佐
光
則
（
一
五
八
三
〜
一
六
三
八
）
筆
「
雑
画
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、

図
１

、
以
下
で
は
本
画
帖
と
呼
ぶ
）
は
、
全
三
十
三
図
か
ら
な
る
小
型
の
画
帖

で
あ
る
。
各
図
の
裏
面
に
重
郭
墨
字
方
印
「
土
佐
光
則
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
土
佐
家
当
主
で
あ
っ
た
光
則
の
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

舞
楽
図
十
三
図
、
人
物
風
俗
図
八
図
、
花
鳥
草
虫
図
十
二
図
に
分
類
さ
れ
、
特

に
画
帖
の
冒
頭
に
連
続
し
て
描
か
れ
た
舞
楽
図
は
、
土
佐
派
絵
師
に
よ
る
舞
楽

の
表
象
を
考
察
す
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
画
帖
は

一
七
世
紀
前
半
と
い
う
舞
楽
の
復
興
が
進
め
ら
れ
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
点
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
（
１

）。

　

こ
れ
ま
で
「
雑
画
帖
」
に
つ
い
て
は
、
相
見
香
雨
氏
や
小
林
忠
氏
ら
に
よ
っ

て
作
品
紹
介
が
な
さ
れ
、
展
覧
会
で
も
た
び
た
び
出
陳
さ
れ
て
き
た
（
２

）。
し
か
し

そ
の
多
く
は
細
密
な
描
写
や
風
俗
画
と
し
て
の
面
白
さ
を
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
、
画
面
内
容
の
分
析
は
十
分
に
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
３

）。
と
く
に
舞
楽
図

十
三
図
の
う
ち
第
五
図
に
あ
た
る
一
図
は
曲
目
が
不
明
と
さ
れ
、
そ
の
主
題
や

図
の
典
拠
に
つ
い
て
は
今
日
に
至
る
ま
で
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

一
方
、
舞
楽
図
研
究
に
お
い
て
は
、
藤
原
重
雄
氏
に
よ
る
中
世
舞
楽
図
の
系

統
整
理
や
、
本
田
光
子
氏
に
よ
る
近
世
の
図
像
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
（
４

）。

藤
原
氏
の
研
究
で
は
、
中
世
以
降
の
画
巻
形
式
の
舞
楽
図
の
系
統
を
以
下
の
よ

う
に
分
類
し
た
。

１

、
陽
明
文
庫
蔵
「
舞
絵
」﹇
舞
楽
散
楽
図
﹈

土
佐
光
則
筆
「
雑
画
帖
」
舞
楽
図
の
系
統
と
曲
目
再
検
討

│
│ 

未
紹
介
模
本
と
の
比
較
に
よ
る
第
五
図
「
蘇
利
古
」
の
特
定 

│
│

池
　
田
　
　
　
泉
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２

、
林
家
蔵
「
舞
楽
図
譜
」（
以
下
で
は
第
二
系
統
と
呼
ぶ
）

３

、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
「
舞
楽
図
巻
（
応
永
舞
楽

図
）」（
以
下
で
は
第
三
系
統
と
呼
ぶ
）

４

、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
舞
楽
図
粉
本
」（
狩
野
養
信
筆
、
粗
本
は
伝
土

佐
光
信
筆
、
以
下
で
は
第
四
系
統
と
呼
ぶ
（
５

））

こ
れ
ら
は
祖
本
が
中
世
に
遡
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
特
に
第
二
系
統
か
ら
第

四
系
統
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
の
影
響
関
係
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
た
め
、
複
雑
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
近
世
の
舞
楽
図
の
も
と
に

な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
近
世
に
制
作
さ
れ
た
舞
楽
図
に
関
し
て
は
本
田

氏
が
、
桃
翁
筆
「
舞
楽
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
で
は
「
桃
翁

筆
本
」
と
呼
ぶ
）
を
中
心
と
し
た
「
桃
翁
筆
本
系
」
の
成
立
と
展
開
を
明
ら
か

に
し
、
近
世
の
舞
楽
図
に
お
け
る
類
型
化
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。
桃
翁
筆

本
を
一
つ
の
結
節
点
で
あ
る
と
し
、
現
存
す
る
画
巻
形
式
の
舞
楽
図
は
、
部
分

的
に
桃
翁
筆
本
と
図
様
が
共
通
す
る
も
の
と
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
図
様
が
桃

翁
筆
本
と
一
致
す
る
も
の
に
二
分
さ
れ
る
と
い
い
、
後
者
を
「
桃
翁
筆
本
系
」

画
巻
群
（
以
下
で
は
第
五
系
統
と
呼
ぶ
）
と
称
し
た
。
加
え
て
、
桃
翁
が
土
佐

派
系
絵
師
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
桃
翁
筆
本
が
土
佐
光
信
周
辺
で
成
立
し

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
「
舞
楽
図
屏
風
」
の
粗
本
の
面
影
を
残
す
可
能
性
も
指

摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
総
括
す
る
と
、
舞
楽
図
は
系
統
と
し
て

藤
原
氏
が
指
摘
し
た
四
系
統
と
本
田
氏
が
指
摘
し
た
桃
翁
筆
本
系
の
、
計
五
つ

が
主
な
系
統
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
（
６

）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究
が

前
提
と
す
る
図
像
系
統
の
枠
組
み
の
中
に
は
、「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽

図
が
う
ま
く
収
ま
り
き
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
雑
画
帖
」

は
既
存
の
分
類
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
異
な
る
特
質
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽
図
の
図
像
の
特
徴
を
整
理

し
、そ
れ
ら
が
既
存
の
系
統
に
属
さ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。次
に
、「
雑
画
帖
」

と
極
め
て
類
似
し
た
図
像
を
も
つ
未
紹
介
資
料
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）
を
紹
介
し
、
両
者
の
比
較
を
通
し
て
、
従
来
の
分
類
と
は
異

図１　「雑画帖」振桙
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な
る
舞
楽
図
系
統
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、「
雑

画
帖
」
第
五
図
に
つ
い
て
、
舞
人
の
姿
勢
・
装
束
・
持
ち
物
な
ど
の
要
素
と
楽

書
の
記
述
を
照
合
し
、
そ
れ
が
舞
楽
曲
「
蘇
利
古
」
を
表
し
て
い
る
可
能
性
を

提
示
す
る
。

　

こ
う
し
た
考
察
を
通
じ
て
、
本
稿
は
近
世
初
期
に
お
け
る
舞
楽
図
の
図
像
の

継
承
と
展
開
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽

　

土
佐
光
則
筆
「
雑
画
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
全
三
十
三
図
か
ら

な
る
画
帖
で
あ
る
。
現
状
は
二
帖
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
一
帖
の
表
裏

貼
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
各
図
の
裏
に
は
重
郭
墨
字
方
印
「
土
佐
光
則
」
が

捺
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
光
則
で
あ
る
と
見
な
せ
る
。
図
の
大
き
さ
は
一
図
あ

た
り
十
三
・
五
×
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
小
型
で
あ
り
、
光
則
筆
の
他

の
源
氏
絵
画
帖
と
同
等
の
大
き
さ
と
い
え
、
精
緻
な
筆
致
で
人
物
や
自
然
が
描

き
込
ま
れ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
舞
楽
図
十
三
図
、
人
物
風
俗
図
八
図
、
花
鳥
草
虫
図
十
二
図
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
冒
頭
か
ら
舞
楽
図
十
三
図
が
連
続
し
て
お
り
、
以
後
に
風
俗
人

物
図
と
花
鳥
草
虫
図
が
混
在
す
る
構
成
で
あ
る
。
と
く
に
舞
楽
図
は
、
基
本
的

に
は
曲
目
ご
と
に
一
図
ず
つ
独
立
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
第
十
二
図
の
み
二
曲

（
賀
殿
と
皇
仁
庭
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
合
計
十
四
曲
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
図
に
は
舞
楽
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
の
建
築
物
や
植
物
、
そ
し
て

観
客
が
描
き
こ
ま
れ
て
お
り
、
本
画
帖
の
特
色
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ら
舞
楽
図
に
つ
い
て
先
学
が
示
し
た
曲
目
の
同
定
は
以
下
の
通
り
で
あ

る（７
）。

第
一
図　

振
鉾
三
節
、
第
二
図　

萬
歳
楽
、
第
三
図　

納
曽
利
、
第
四
図　

春
鶯
囀
、
第
五
図　

曲
目
不
明
、
第
六
図　

一
曲
、
第
七
図　

皇
帝
破
陣

楽
、
第
八
図　

古
鳥
蘇
、
第
九
図　

打
毬
楽
、
第
十
図　

採
桑
老
、
第
十
一

図　

秦
王
破
陣
楽
、
第
十
二
図　

賀
殿
と
皇
仁
庭
、
第
十
三
図　

退
走
禿

十
三
曲
分
の
曲
目
が
示
さ
れ
、
第
五
図
の
み
曲
目
不
明
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

舞
楽
図
は
、
曲
ご
と
に
装
束
や
面
、
持
ち
物
に
定
型
が
あ
る
た
め
そ
れ
ら
を
視

覚
的
な
手
が
か
り
と
し
、
ま
た
、
既
存
の
舞
楽
図
と
の
図
像
の
比
較
か
ら
も
曲

目
を
同
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
先
学
が
示
し
た
十
三
曲
分
の
曲
目
の
同

定
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽
の

図
像
は
、
先
述
し
た
五
つ
の
舞
楽
図
の
系
統
と
比
較
す
る
と
、
異
な
る
特
徴
を

持
つ
場
合
が
多
い
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
く
。「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
、
曲
目
が

判
明
し
て
い
る
舞
楽
図
十
三
曲
の
う
ち
、
納
曽
利
、
一
曲
、
古
鳥
蘇
、
秦
王
破

陣
楽
、
賀
殿
の
六
曲
は
、
五
つ
の
系
統
の
中
に
同
様
の
図
像
が
認
め
ら
れ
る
。

納
曽
利
は
、
近
世
に
広
く
流
布
し
た
第
五
系
統
の
図
像
と
は
異
な
る
も
の
の
、

第
四
系
統
に
属
す
る
『
古
画
類
聚
』
所
収
の
舞
楽
図
に
同
様
の
姿
の
舞
人
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
納
曽
利
の
図
像
は
、
北
野
天
満
宮
蔵
「
舞
楽
図
」
衝
立
や



1001（302）

土
佐
光
茂
筆
「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
に
描
か
れ
た
納
曽
利
と
類
似
し
て
い

る
。
一
曲
と
古
鳥
蘇
は
第
二
、
第
五
系
統
、
秦
王
破
陣
楽
、
賀
殿
は
第
五

系
統
の
図
像
と
類
似
す
る
。
振
鉾
、
皇
帝
破
陣
楽
、
採
桑
老
、
退
走
禿
の

四
曲
は
、
既
存
の
系
統
と
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
が
、
類
似
の
図
像
が

あ
る
。
皇
帝
破
陣
楽
と
退
走
禿
は
第
五
系
統
の
図
像
を
左
右
反
転
し
た
形

で
あ
る
。
振
鉾
で
は
舞
人
の
図
像
は
第
五
系
統
と
類
似
し
て
い
る
が
、
左

右
の
舞
人
の
位
置
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
差
異
が
み
ら
れ
る
。
採
桑
老
は

第
四
系
統
に
描
か
れ
た
姿
と
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
第
四

系
統
で
左
腰
か
ら
垂
ら
す
装
飾
品
が
本
画
帖
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
一

方
で
、
そ
の
ほ
か
の
四
曲
│
萬
歳
楽
、
春
鶯
囀
、
打
毬
楽
、
皇
仁
庭
の
図

像
は
五
つ
の
系
統
の
中
に
類
似
す
る
も
の
が
な
い
。
萬
歳
楽
（
図
２

）、

打
毬
楽
（
図
３

）、
皇
仁
庭
（
図
４

）
は
第
二
、
第
五
系
統
に
、
春
鶯
囀
（
図

５

）
は
第
五
系
統
に
描
か
れ
る
例
が
あ
る
が
、
図
像
の
特
徴
は
異
な
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
検
討
よ
り
、「
雑
画
帖
」
内
で
す
で
に
曲
目
が
判
明
し
て
い
る

十
三
曲
の
う
ち
、
五
曲
は
既
存
の
系
統
の
中
に
類
似
す
る
図
像
が
あ
っ
た
。

加
え
て
四
曲
に
つ
い
て
は
、
左
右
反
転
な
ど
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
舞

人
の
身
体
の
形
は
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
残
り
の
四
曲
は
既
存
の
系
統

の
図
像
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
第
五
図
の
舞
人
と

装
束
と
持
ち
物
、
形
が
一
致
す
る
図
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
雑

画
帖
」
の
舞
楽
図
を
既
存
の
五
つ
の
系
統
の
な
か
に
分
類
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

図２-１　「雑画帖」萬歳楽 図２-２　高山青嶂筆本　萬歳楽

図３-１　「雑画帖」打毬楽 図３-２　高山青嶂筆本　打毬楽
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舞
楽
図
模
本
で
あ
る
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
を
紹
介
し
、
こ
の
模
本
が
「
雑

画
帖
」
と
系
統
を
同
じ
く
す
る
舞
楽
図
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
す
る
。

二
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
つ
い
て

　
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
機
関
管
理
番
号
：

A
-6787

、
以
下
で
本
模
本
と
呼
ぶ
）
は
こ
れ
ま
で
の
舞
楽
図
研
究
で
は

知
ら
れ
て
い
な
い
系
統
の
模
本
で
あ
る
。
二
巻
本
で
、
署
名
や
奥
書
に
よ

る
と
狩
野
晴
川
院
養
信
の
周
辺
で
写
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

上
巻
の
巻
頭
に
は
「
文
政
四
年
十
月　

會
心
齊
模
」
と
あ
り
（
図
６

）、

會
心
齊
は
狩
野
養
信
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
上
巻
巻
末
に
は
「
右
白
川

少
将
の
模
本
を
以
う
つ
す
着
色
人
物
は
晴
川
法
眼
う
つ
す
／
素
書
横
山
角

之
助
阿
部
亀
吉
写
」（
図
７

）
と
あ
る
。
下
巻
に
は
巻
末
に
「
文
政
四
辛

巳
六
月　

養
福
摹
」、「
右
白
川
少
将
の
模
本
を
も
て
う
つ
す
着
色
人
物
中

山
瑜
次
／
素
書
横
山
角
之
助
阿
部
亀
吉
写
」
と
あ
る
（
８

）。
上
下
巻
と
も
模
写

し
た
年
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、
上
巻
は
主
に
狩
野
養
信
が
、
下
巻

は
主
に
養
福
す
な
わ
ち
中
山
瑜
次
が
模
写
を
担
っ
た
よ
う
だ
。
横
山
角
之

助
、
阿
部
亀
吉
は
他
の
木
挽
町
狩
野
派
模
本
に
も
模
写
者
と
し
て
名
が
見

出
だ
せ
、
同
時
期
に
狩
野
養
信
工
房
で
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
９

）。
ま

た
、
本
模
本
の
も
と
と
な
っ
た
模
本
を
所
持
し
た
白
川
少
将
と
は
、
松
平

定
信
と
見
ら
れ
る
。
松
平
定
信
は
複
数
回
狩
野
養
信
に
模
本
の
も
と
と
な

る
絵
巻
を
貸
し
出
し
て
い
た
）
10
（

。

図５-１　「雑画帖」春鶯囀 図５-２　高山青嶂筆本　春鶯囀

図４-１　「雑画帖」皇仁庭 図４-２　高山青嶂筆本　皇仁庭
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本
模
本
は
成
立
時
期
を
踏
ま
え
る
と
、
狩
野
養
信
に
よ
る
模
本
制
作
活
動
の

一
環
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
狩
野
養
信
は
舞
楽
図
と
し
て
は
本
模
本
以
外
に

も
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
「
応
永
舞
楽
図
」、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

に
「
舞
楽
図
粉
本
」
を
模
写
し
て
い
る
）
11
（

。

　

上
巻
の
内
容
は
左
方
の
大
太
鼓
か
ら
始
ま
り
、
一
曲
、
振
桙
、
皇
帝
破
陣
楽
、

蘇
利
古
、
団
乱
旋
、
新
鳥
蘇
、
古
鳥
蘇
、
春
鶯
囀
、
蘇
合
香
、
退
宿
徳
、
新
宿

徳
、
萬
秋
楽
の
十
二
曲
の
舞
楽
図
が
描
か
れ
る
。
下
巻
の
内
容
は
秦
王
破
陣
楽
、

皇
仁
庭
、
武
昌
楽
、
地
久
、
狛
桙
、
打
毬
楽
、
埴
破
、
萬
歳
楽
、
採
桑
老
、
新

靺
鞨
、
北
舞
、
賀
殿
、
羅
陵
王
、
納
蘇
利
の
十
四
曲
の
舞
楽
図
に
加
え
、
そ
の

後
ろ
に
右
方
の
大
太
鼓
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
下
巻
合
わ
せ
て
二
六
曲
の
舞
楽

が
描
か
れ
る
。
上
述
の
曲
目
は
、
冒
頭
の
一
曲
と
振
桙
は
本
稿
筆
者
の
同
定
に

よ
り
、
皇
帝
破
陣
楽
以
下
は
各
図
の
上
部
に
書
さ
れ
た
曲
目
に
基
づ
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
下
巻
に
描
か
れ
た
北
舞
は
、
同
じ
名
前
を
も
つ
舞
楽
曲
を
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
緑
を
基
調
と
し
た
右
方
の
常
装
束
を
着
用
す
る
、

長
い
鼻
を
持
つ
赤
い
面
を
着
け
る
、
頭
部
に
帽
子
を
被
る
、
と
い
う
三
点
の
特

徴
か
ら
、
胡
徳
楽
と
い
う
曲
目
を
表
す
と
考
え
た
い
。
加
え
て
、
本
模
本
の
特

徴
と
し
て
、
冒
頭
と
末
の
、
幔
幕
や
大
太
鼓
と
楽
人
を
描
く
部
分
が
、
巻
子
に

対
し
て
九
〇
度
右
回
転
し
横
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
模
本
の
祖
本
を
た

ど
る
と
巻
子
形
式
の
本
画
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
屏
風
な
ど
の
大
画

面
形
式
で
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

各
図
の
図
像
自
体
は
中
世
以
来
の
画
巻
形
式
の
舞
楽
図
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
系
統
の
図
像
を
も
つ
舞
楽
図
巻
が
存
在
し
、

そ
れ
を
図
像
的
典
拠
と
し
た
屏
風
あ
る
い
は
別
形
態
の
作
品
が
制
作
さ
れ
、
そ

れ
が
再
び
巻
子
形
式
の
模
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
本
模
本
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
図
像
の
分
析
か
ら
は
、
本
模
本
が
従
来
知
ら
れ
て
き
た
舞
楽
図
系
統

と
は
異
な
る
図
様
を
含
む
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ま
で
藤
原
氏
が
分
類
し
て

き
た
四
つ
の
中
世
に
成
立
し
た
舞
楽
図
の
系
統
や
、
本
田
氏
が
近
世
舞
楽
図
の

「
定
型
」
と
し
て
後
代
の
作
例
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
た
第
五
系

統
と
比
べ
れ
ば
、
本
模
本
に
描
か
れ
た
図
像
は
、
一
部
は
共
通
す
る
も
の
の
、

合
致
し
な
い
も
の
も
多
い
。
本
模
本
に
描
か
れ
た
な
か
で
、
既
存
の
系
統
の
な

か
に
同
様
の
図
像
が
見
出
せ
た
も
の
は
、
一
曲
、
団
乱
旋
、
蘇
合
香
、
新
宿
徳
、

萬
秋
楽
、
埴
破
、
賀
殿
、
納
蘇
利
の
八
曲
で
あ
る
。
一
曲
は
第
二
、
五
系
統
に
、

団
乱
旋
、
蘇
合
香
、
新
宿
徳
、
萬
秋
楽
、
埴
破
、
賀
殿
は
第
五
系
統
に
、
納
蘇

利
は
第
四
系
統
に
同
じ
図
像
を
見
出
せ
る
。
加
え
て
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な

い
が
既
存
の
系
統
の
図
像
に
類
似
す
る
と
判
断
で
き
る
も
の
は
、
振
鉾
、
皇
帝

破
陣
楽
、
新
鳥
蘇
、
退
宿
徳
、
狛
桙
、
採
桑
老
、
羅
陵
王
の
七
曲
が
あ
る
。
振

図６　「筆者
不詳舞楽図」
上巻巻頭部
分

図７　「筆者不
詳舞楽図」上
巻巻末部分
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鉾
で
は
第
二
、
五
系
統
と
舞
人
の
形
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
左
右
の
配
置
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
皇
帝
破
陣
楽
、
新
鳥
蘇
、
退
宿
徳
は
第
五
系
統
と
類
似

す
る
が
左
右
反
転
し
て
い
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
。
一
方
で
上
記
以
外
の
蘇
利

古
、
古
鳥
蘇
、
春
鶯
囀
、
秦
王
破
陣
楽
、
皇
仁
庭
、
武
昌
楽
、
地
久
、
打
毬
楽
、

萬
歳
楽
、
新
靺
鞨
、
北
舞
の
十
一
曲
は
既
存
の
系
統
の
中
に
同
じ
図
像
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
よ
り
本
模
本
に
描
か
れ
た
二
六
曲
の
舞
楽
の
う
ち
、

十
一
曲
分
は
既
存
の
系
統
の
中
に
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
模
本
は
こ

れ
ま
で
の
系
統
分
類
で
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
と
い
え
る
）
12
（

。

　

特
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
本
模
本
と
既
出
の
五
つ
の
系
統
と
の
大
き
な
違
い

と
し
て
、
主
に
装
束
と
い
う
重
要
な
要
素
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
蘇
利
古
に
お
け
る
舞
人
の
面
の
有
無
（
図
８

）、
武

昌
楽
に
お
け
る
面
の
有
無
（
図
９

）、
地
久
に
お
け
る
頭
部
の
装
束
や
面
の
色

（
図
10
）
な
ど
、
重
要
な
舞
楽
の
要
素
に
お
い
て
本
模
本
は
他
系
統
と
異
な
る

情
報
を
提
示
し
て
い
る
。
蘇
利
古
に
お
い
て
は
他
系
統
で
は
蔵
面
を
装
着
し
た

姿
が
描
か
れ
る
が
、
本
模
本
で
は
面
を
着
け
ず
、
顔
を
露
出
し
た
舞
人
が
描
か

れ
て
い
る
。
武
昌
楽
は
第
五
系
統
に
描
か
れ
る
例
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
面
を

図10　「筆者不詳舞楽図」地久

図８　「筆者不詳舞楽図」蘇利古

図９　「筆者不詳舞楽図」武昌楽
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着
け
て
お
ら
ず
、
一
方
で
本
模
本
で
は
赤
い
面
を
着
け
る
図
像
が
確
認
さ
れ
る
。

地
久
は
第
二
、
第
三
、
第
五
系
統
に
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
頭
部
に
は
兜

を
着
用
し
、
さ
ら
に
第
五
系
統
で
は
赤
い
面
を
着
用
す
る
。
一
方
で
本
模
本
の

地
久
は
頭
部
に
は
縞
模
様
の
帽
子
を
着
け
緑
色
の
面
を
装
着
し
て
い
る
。
な
お

面
に
描
か
れ
た
髭
や
頬
の
赤
色
は
新
鳥
蘇
で
使
用
さ
れ
る
面
に
似
て
い
る
。
こ

れ
は
他
の
系
統
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
舞
人
の
描

か
れ
る
形
や
配
置
を
越
え
、
装
束
や
面
と
い
っ
た
舞
楽
そ
の
も
の
に
関
わ
る
表

現
に
お
い
て
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
図
像
の
出
典
や
成
立
年
代
を
探
る
た
め
に
は
、
現
存
す
る
装
束
や

楽
書
と
の
照
合
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
十
分
に
論
証
す
る
準
備
が
な

い
。
こ
こ
で
は
先
述
の
蘇
利
古
、
武
昌
楽
、
地
久
の
装
束
に
つ
い
て
『
教
訓
抄
』、

『
體
源
抄
』、『
楽
家
録
』
の
記
述
を
述
べ
て
お
く
）
13
（

。『
教
訓
抄
』
は
興
福
寺
の
楽

人
・
狛
近
真
に
よ
る
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
成
立
の
楽
書
、『
體
源
抄
』
は

京
都
の
楽
人
・
豊
原
統
秋
に
よ
る
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
成
立
の
楽
書
、『
楽

家
録
』
は
京
都
の
楽
人
・
安
倍
季
尚
に
よ
る
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
成
立
の

楽
書
で
あ
る
。
ま
ず
蘇
利
古
の
面
に
つ
い
て
、『
教
訓
抄
』
と
『
體
源
抄
』
で

は
面
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
、『
楽
家
録
』
で
は
蔵
面
を
着
用
す
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。武
昌
楽
で
赤
い
面
を
着
用
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、『
體

源
抄
』
に
は
面
を
着
用
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、『
教
訓
抄
』
お

よ
び
『
楽
家
録
』
に
は
そ
の
記
載
が
な
く
、『
楽
家
録
』
に
は
「
近
代
面
を
略
す
」

と
あ
る
。
古
く
は
面
を
着
用
し
た
が
、
近
世
に
至
っ
て
省
略
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
記
述
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
本
模
本
の
図
像

が
古
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。最
後
に
地
久
の
面
の
色
に
つ
い
て
、『
教

訓
抄
』
お
よ
び
『
體
源
抄
』
で
は
面
の
色
に
関
す
る
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
。

『
楽
家
録
』
で
も
緑
色
の
も
の
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
現
段
階

で
は
地
久
の
面
の
色
に
関
す
る
典
拠
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
成
立
事
情
、
内
容
、
図
像
上
の

特
徴
を
通
し
て
、
そ
れ
が
既
存
の
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
別
の
舞
楽
図
系
統

に
属
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
次
章
で
は
、「
雑
画
帖
」
と
本
模
本
と
の
図
像

の
比
較
を
通
じ
て
、
両
者
の
関
係
性
を
よ
り
明
確
に
し
、
両
者
が
同
じ
系
統
に

属
す
こ
と
を
示
す
。

三
、「
雑
画
帖
」
と
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
類
似

　

前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
は
、
既
存
の
舞
楽
図
系
統

と
は
異
な
る
独
自
の
図
様
を
数
多
く
含
む
模
本
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
舞
楽
図

像
の
多
様
性
と
複
層
的
な
継
承
経
路
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
こ
こ
で
は
、「
雑

画
帖
」
に
描
か
れ
た
図
像
の
考
察
に
戻
り
、
本
模
本
に
描
か
れ
た
舞
楽
図
を
詳

細
に
比
較
し
、
両
者
の
間
に
い
か
な
る
図
像
の
共
通
性
が
見
出
さ
れ
る
か
を
検

討
す
る
。

　

ま
ず
、
舞
人
の
姿
勢
、
装
束
、
持
物
、
面
な
ど
の
要
素
に
つ
い
て
、
両
資
料

の
対
応
関
係
を
調
査
す
る
と
、
本
画
帖
で
す
で
に
曲
目
が
同
定
さ
れ
て
い
る
十

三
曲
の
舞
楽
の
う
ち
、
十
一
曲
の
図
像
が
本
模
本
に
描
か
れ
た
も
の
と
極
め
て

近
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
具
体
的
に
は
、
振
鉾
、
萬
歳
楽
、
納
曽
利
、
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春
鶯
囀
、
一
曲
、
皇
帝
破
陣
楽
、

古
鳥
蘇
、
打
毬
楽
、
賀
殿
、
皇

仁
庭
、
退
走
禿
の
十
一
曲
に
お

い
て
、
舞
人
の
所
作
、
装
束
と

い
う
点
で
非
常
に
近
い
図
像
と

し
て
確
認
さ
れ
る
。
第
一
章
で

本
画
帖
の
図
像
が
既
存
の
系
統

と
合
致
し
な
い
と
指
摘
し
た
萬

歳
楽
（
図
２-

１

、
11
）、
打

毬
楽
（
図
３-

１

、
12
）、
皇

仁
庭
（
図
４-

１

、
13
）、
春

鶯
囀
（
図
５-

１

、
14
）
で
は
、

「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
と
の
間

に
一
致
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

賀
殿
、
皇
帝
破
陣
楽
、
退
走
禿
、

振
桙
で
は
、
既
存
の
系
統
の
中

に
類
似
す
る
舞
人
の
身
体
の
形

状
が
見
い
だ
せ
た
も
の
の
、
左

右
反
転
し
て
い
た
り
、
左
右
の

楽
人
の
位
置
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
た
り
と
、
差
異
も
認
め
ら
れ

た
。
し
か
し
本
画
帖
と
「
筆
者

図２-１　「雑画帖」萬歳楽 図11　「筆者不詳舞楽図」萬歳楽

図３-１　「雑画帖」打毬楽 図12　「筆者不詳舞楽図」打毬楽

図４-１　「雑画帖」皇仁庭 図13　「筆者不詳舞楽図」皇仁庭
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不
詳
舞
楽
図
」
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
く
同
じ
図
像
と
認
め
て
よ

い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
画
帖
に
描
か
れ
た
舞
楽
の
う
ち
、
既
存
の
舞

楽
図
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
図
像
は
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
中
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
、
既
存
の
舞
楽
図
に
類
似
す
る
図
像
が
あ
っ
た
四
曲
に
関

し
て
も
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
含
ま
れ
る
図
像
の
ほ
う
が
よ
り
近
い
。

各
曲
に
描
か
れ
る
舞
人
の
数
も
共
通
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

加
え
て
舞
人
の
み
な
ら
ず
、
楽
人
の
描
写
に
も
両
作
品
の
共
通
点
が
見

ら
れ
る
。
太
鼓
の
位
置
関
係
や
彩
色
、
楽
人
の
装
束
、
姿
勢
、
楽
器
の
細

部
な
ど
ま
で
極
め
て
類
似
し
て
い
る
（
図
15
）。

　

一
方
で
、
秦
王
破
陣
楽
お
よ
び
採
桑
老
の
二
曲
に
関
し
て
は
、
本
画
帖

と
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
間
に
明
確
な
図
像
の
共
通
点
は
確
認
さ
れ
ず
、

人
物
の
姿
勢
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
粉
本
に
基

づ
い
た
か
、
あ
る
い
は
模
本
が
模
写
さ
れ
る
過
程
で
改
変
が
生
じ
た
可
能

性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
や
は
り
、
十
三
曲
の
う
ち
十
一
曲
の
図
像
に
お
い
て
明

確
な
類
似
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
本
画
帖
の
制
作
背
景
に
お
い
て
「
筆

者
不
詳
舞
楽
図
」
系
統
の
資
料
が
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
図
像
の
類
似
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、

同
一
の
粉
本
も
し
く
は
非
常
に
近
い
系
統
の
資
料
に
基
づ
い
て
両
者
が
制

作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
本
画

帖
に
描
か
れ
た
舞
楽
図
の
図
像
は
、
他
の
系
統
の
中
近
世
の
舞
楽
図
と
は

異
な
っ
て
い
た
。「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
類
似
す
る
図
像
こ
そ
が
本
画

図５-１　「雑画帖」春鶯囀 図14　「筆者不詳舞楽図」春鶯囀

図15-１　「雑画帖」大太鼓 図15-２　「筆者不詳舞楽図」大太鼓
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帖
の
参
照
元
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、
本
画
帖
は
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
と
き

わ
め
て
近
い
図
像
系
統
に
属
し
、
祖
本
あ
る
い
は
模
本
に
依
拠
し
て
制
作
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
世
の
土
佐
派
絵
師
が
制
作
し
た
と

み
ら
れ
る
舞
楽
図
に
は
、
広
く
流
布
し
た
桃
翁
筆
本
系
統
の
図
像
を
も
つ
も
の

も
あ
る
が
、
本
画
帖
が
属
す
る
系
統
の
粉
本
も
土
佐
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
だ
ろ
う
）
14
（

。

　

本
章
で
は
、
本
画
帖
と
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
と
の
図
像
の
一
致
を
根
拠
と

し
て
、
両
者
が
共
通
す
る
図
像
資
料
、
す
な
わ
ち
桃
翁
筆
本
系
や
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
中
世
舞
楽
図
と
は
異
な
る
別
系
統
に
属
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
た
。

次
章
で
は
、
こ
の
別
系
統
の
特
徴
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
事
例
と
し
て
、
従
来

未
特
定
で
あ
っ
た
「
雑
画
帖
」
第
五
図
の
再
検
討
を
行
い
、
そ
の
図
が
「
蘇
利

古
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

四
、「
雑
画
帖
」
第
五
図
の
再
検
討

　
「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
十
四
曲
の
舞
楽
図
の
う
ち
、
第
五
図
（
図
16
）
は

こ
れ
ま
で
曲
目
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
不
明
」
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は

既
存
の
舞
楽
図
の
系
統
の
中
に
合
致
す
る
図
が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
五
図
に
は
他
の
舞
楽
図
と
は
異
な
る
視
覚
的

特
徴
が
見
ら
れ
、
そ
の
特
徴
は
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
も
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
で
は
そ
れ
を
手
が
か
り
に
第
五
図
の
曲
目
の
再
同
定
を
試
み
る
。

　

ま
ず
、
第
五
図
の
舞
人
（
図
17
）
は
、
白
く
細
長
い
棒
状
の
道
具
を
両
手
で

腹
の
前
に
持
ち
、
や
や
前
傾
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
衣
装
は
緑
を
基
調
と
し

た
右
方
の
常
装
束
で
あ
り
、
頭
に
は
兜
を
か
ぶ
る
。
こ
の
構
成
要
素
の
う
ち
、

兜
と
常
装
束
の
着
用
は
複
数
の
右
方
舞
楽
曲
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
白

い
棒
状
の
持
ち
物
は
き
わ
め
て
特
異
で
あ
る
。
舞
楽
図
に
お
け
る
道
具
や
持
ち

物
は
、
視
覚
的
に
曲
目
を
判
別
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
形
状

に
よ
っ
て
特
定
の
舞
に
帰
属
す
る
場
合
が
多
い
。

　

こ
の
持
ち
物
に
関
し
て
、『
楽
家
録
』
を
参
照
す
る
と
、「
白
楚
（
ず
ば
え
）」

図16　「雑画帖」第五図



993（310）

と
い
う
名
称
の
持
物
が
該
当
す
る
。
白
楚
と
は
白
木
で
作
ら
れ
た
棒
状
の
楽
具

で
あ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
白
楚
を
用
い
る
舞
楽
曲
は
「
蘇
利
古
」
と
「
皇

麞
」
の
二
曲
に
限
ら
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
図
の
舞
人
が
白
楚
と

思
し
き
道
具
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
二
曲
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
可
能

性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
皇
麞
は
左
方
舞
で
あ
る
た
め
、
赤
色
系
の
装
束
を
着
用
す
る
は

ず
で
あ
る
。『
楽
家
録
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
後
半
に
は
す
で
に
断
絶
し
て

い
た
と
い
う
。
図
像
資
料
と
し
て
、
皇
麞
を
描
い
た
例
は
極
め
て
少
な
い
が
、

第
二
系
統
で
あ
る
林
家
蔵
の
「
舞
楽
図
譜
」
に
そ
の
図
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。

林
家
本
に
描
か
れ
る
皇
麞
は
、
白
描

の
た
め
装
束
の
色
は
不
明
で
あ
る
が
、

舞
人
の
み
ず
ら
を
結
う
髪
型
よ
り
童

舞
を
表
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
背

を
見
せ
、
白
楚
を
右
手
に
持
ち
、
左

手
は
肘
を
曲
げ
て
腕
を
上
げ
、
左
足

の
膝
を
や
や
曲
げ
る
よ
う
な
姿
態
が

確
認
さ
れ
る
が
、「
雑
画
帖
」
第
五

図
の
舞
人
と
は
一
致
し
な
い
。

　

一
方
、
蘇
利
古
は
、
画
巻
や
模
本

の
中
に
複
数
の
図
像
が
残
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
前
章
で
検
討
し
た

「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
で
は
、
舞
人

が
白
楚
を
両
手
で
持
ち
、
体
前
に
構
え
、
や
や
前
傾
す
る
姿
で
描
か
れ
て
お
り

（
図
18
）、「
雑
画
帖
」
第
五
図
と
非
常
に
近
似
す
る
。
顔
面
の
表
現
に
お
い
て
も
、

「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
舞
人
は
面
を
装
着
し
て
お
ら
ず
素
顔
で
あ
る
点
が
、

「
雑
画
帖
」
の
描
写
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
他
の
第
五
系
統
の
多
く
の
蘇
利

古
の
図
像
に
お
い
て
舞
人
が
蔵
面
と
呼
ば
れ
る
厚
紙
や
絹
製
の
面
を
着
け
て
い

る
（
図
19
）
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に

見
ら
れ
る
素
顔
の
舞
人
像
は
例
外
的
な
図
像
で
あ
り
、
か
つ
「
雑
画
帖
」
第
五

図
と
一
致
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
比
較
か
ら
、「
雑
画
帖
」
第
五
図
に
描
か
れ
た
舞
人
の
姿
勢
、
持
物
、

図19　狩野洞春筆「舞楽図巻」蘇利古の舞人

図17　「雑画帖」第五図の舞人

図18　「筆者不詳舞楽図」蘇利古の舞人
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装
束
、
そ
し
て
面
を
着
け
て
い
な
い
と
い
う
要
素
は
、「
蘇
利
古
」
と
い
う
曲

目
に
合
致
す
る
要
素
を
複
数
備
え
て
い
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、「
雑
画
帖
」

と
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
間
に
見
ら
れ
た
他
の
曲
目
の
図
像
の
共
通
性
も
考

慮
す
れ
ば
、
第
五
図
が
「
蘇
利
古
」
を
表
し
て
い
る
可
能
性
は
よ
り
高
ま
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
蘇
利
古
の
図
像
が
こ
の
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い

る
例
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」

と
「
雑
画
帖
」
の
ほ
か
に
は
類
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
図
像
が
土
佐
派
の
画
帖
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
土
佐
派
は
、
や
ま
と
絵
の
制
作
を
担
っ
た
絵
所
預

の
家
系
で
あ
り
、
室
町
時
代
に
将
軍
の
命
を
受
け
て
舞
楽
図
を
制
作
し
た
こ
と

が
あ
る
）
15
（

。
数
々
の
舞
楽
図
模
本
に
つ
い
て
祖
本
の
筆
者
を
土
佐
光
信
と
伝
え
る

例
が
多
い
）
16
（

。
し
か
し
、
本
画
と
し
て
舞
楽
を
主
題
と
し
た
も
の
は
決
し
て
多
く

は
残
っ
て
い
な
い
。「
雑
画
帖
」
は
、
そ
の
点
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
土
佐

派
に
お
け
る
舞
楽
図
制
作
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

本
章
で
は
、「
雑
画
帖
」
第
五
図
が
描
く
舞
楽
の
主
題
が
「
蘇
利
古
」
で
あ

る
と
い
う
新
た
な
仮
説
を
提
示
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
楽
家
録
』
の
記
述
、

図
像
の
特
徴
の
分
析
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
と
の
比
較
と
い
う
三
点
を
示
し
た
。

こ
の
再
検
討
に
よ
り
、「
雑
画
帖
」
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
図
像
の
系

統
に
属
す
る
可
能
性
が
一
層
高
ま
る
と
と
も
に
、
土
佐
派
に
お
け
る
舞
楽
図
制

作
を
再
考
す
る
契
機
と
も
な
り
う
る
。

む
す
び
に

　

以
上
、
土
佐
光
則
筆
「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽
図
の
う
ち
、
従
来
曲
目

が
不
明
と
さ
れ
て
き
た
第
五
図
を
中
心
に
、
本
画
帖
が
依
拠
し
た
図
像
の
系
統

を
再
検
討
し
た
。
ま
ず
、「
雑
画
帖
」
に
収
録
さ
れ
た
十
四
曲
の
舞
楽
図
が
、

既
存
の
五
つ
の
舞
楽
図
系
統
、
特
に
桃
翁
筆
「
舞
楽
図
屏
風
」
な
ど
の
近
世
の

主
流
図
像
と
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
図
様
が
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
と
高
度
に
類
似
す
る
点
に
着
目
し
、
両
者

が
従
来
の
分
類
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
別
系
統
に
属
し
て
い
る
可
能
性
を
提
示

し
た
。

　

と
く
に
第
五
図
に
つ
い
て
は
、
舞
人
の
姿
勢
や
装
束
、
持
物
な
ど
の
視
覚
的

手
が
か
り
を
も
と
に
、『
楽
家
録
』
の
記
述
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
舞
楽
曲
「
蘇

利
古
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
同
定
は
、「
筆
者
不
詳

舞
楽
図
」
に
描
か
れ
た
蘇
利
古
の
図
像
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
蘇
利
古
で
、
面
を
つ
け
な
い
素
顔
の
舞
人
を
描
く
本
模
本
と
「
雑
画
帖
」

は
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
図
像
の
系
統
的
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
貴

重
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　

最
後
に
、「
雑
画
帖
」
や
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
の
十
九
世
紀
に
お
け
る
受

容
の
一
端
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
「
雑
画
帖
」
は
紀
州
徳
川
家
伝
来
の
作
品
と
紹
介
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ

は
本
画
帖
が
昭
和
二
年
の
同
家
売
立
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
。
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そ
れ
以
前
の
記
録
と
し
て
は
、『
住
吉
家
古
画
留
帳
』（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図

書
館
蔵
）
に
本
画
帖
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
図
20
）。
こ
れ
は
文

化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
住
吉
広
行
が
鑑
定
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
。『
住
吉

家
古
画
留
帳
』
に
載
る
の
は
、
本
画
帖
の
う
ち
の
一
図
（
第
四
図
、
春
鶯
囀
）

の
写
し
と
「
小
手
鑑
十
七
折
／
絵
竪
舞
楽
十
三
枚
／
外
ハ
虫
類
花
鳥
／
京
都
市

中
落
外
／
田
舎
な
ど
有
／
光
則
筆
と
申
遣
ス
／
至
而
細
畫
無
類
の
／
出
来
も
の

也
／
紀
州
殿
御
用
人
／
梅
沢
十
助
よ
り
来
／
文
化
二
丑
年
八
月
十
八
日
／
箱
ニ

土
佐
内
記
と
あ
れ
共
／
光
則
相
違
な
き
も
の
也
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
箱
書
に
は
土
佐
内
記
、
す
な
わ
ち
住
吉
如
慶
と
あ
っ
た
も
の
の
、

広
行
は
光
則
筆
と
鑑
定
し
て
い
る
。
加
え
て
文
化
二
年
の
時
点
で
、
画
帖
の
内

容
は
現
在
と
同
じ
三
十
三
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、「
雑
画
帖
」

に
は
、梅
十
助
宛
の
鑑
定
書
な
ど
を
含
む
書
簡
が
付
属
し
て
い
る
と
い
い
、『
住

吉
家
古
画
留
帳
』
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
）
17
（

。

　

こ
の
極
書
の
宛
先
で
あ
る
梅
沢
十
助
と
は
、
徳
川
治
宝
（
一
七
七
一
〜
一
八

五
三
）
の
御
用
人
で
あ
る
）
18
（

。
治
宝
と
い
え
ば
舞
楽
や
雅
楽
に
対
し
て
大
き
な
興

味
を
抱
き
、
大
量
の
楽
器
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

楽
器
の
収
集
だ
け
で
な
く
、
治
宝
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
京
都
楽
人
豊

家
に
入
門
し
、
そ
の
後
は
和
歌
山
城
西
御
殿
で
舞
楽
を
数
回
催
す
る
な
ど
、
実

際
の
奏
演
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
）
19
（

。ま
た
、楽
器
の
収
集
時
期
は
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
か
ら
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
と
長
期
間
に
渡
っ
て
お
り
、
本
画

帖
が
住
吉
家
に
鑑
定
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
も
そ
の
間
に
あ
た
る
）
20
（

。
し
た
が
っ
て
、

本
画
帖
は
制
作
当
初
の
十
七
世
紀
か
ら
紀
州
徳
川
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能

性
の
ほ
か
、
舞
楽
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
治
宝
が
収
集
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
治
宝
が
舞
楽
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
本
画

帖
が
鑑
定
に
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
松
平
定
信

が
所
持
し
た
模
本
を
さ
ら
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
松

平
定
信
の
父
・
田
安
宗
武
は
「
楽
曲
考
」
の
編
纂
を
行
う
な
ど
舞
楽
の
研
究
熱

心
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
定
信
自
身
も
舞
楽
を
実
践
し
て
い
た
）
21
（

。
こ

こ
か
ら
は
「
雑
画
帖
」
や
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
を
含
む
系
統
の
舞
楽
図
が
、

十
九
世
紀
の
舞
楽
愛
好
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
受
容
、
評
価
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
雑
画
帖
」
に
描
か
れ
た
舞
楽
図
は
、
従
来
の
舞
楽
図
研

図20 　『住吉家古画留帳』東京藝術大学附属図
書館所蔵
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究
の
枠
組
み
に
新
た
な
視
点
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
筆
者
不
詳

舞
楽
図
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
図
像
系
統
の
再
検
討
を
試
み
た
が
、
今

後
は
他
の
土
佐
派
作
品
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
他
派
に
よ
る
類
似
作
例
の
探
索

を
通
じ
て
、
視
覚
資
料
と
し
て
の
舞
楽
図
の
伝
播
と
変
容
を
さ
ら
に
解
明
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

舞
楽
と
い
う
視
覚
芸
術
の
表
象
に
お
い
て
、
図
像
の
変
遷
と
継
承
は
単
な
る

写
本
の
伝
播
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
音
楽
文
化
や
絵
画
制
作
の
あ
り
方
を
反

映
す
る
重
要
な
証
言
と
な
る
。「
雑
画
帖
」
お
よ
び
「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」
は
、

そ
の
よ
う
な
複
合
的
な
情
報
を
読
み
解
く
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
今
後

の
舞
楽
図
研
究
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

注

（
１

） 　

十
七
世
紀
の
舞
楽
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
の
論
文
を
主
に
参
考
に
し
た
。
南
谷
美

保
「
安
土
桃
山
時
代
の
雅
楽
楽
人
に
つ
い
て
│
三
方
楽
所
の
成
立
を
め
ぐ
る
一
考
察

│
」（『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
三
十
、
一
九
九
〇
年
）、
小
川

朝
子
「
楽
人
」（
横
田
冬
彦
編
『
シ
リ
ー
ズ　

近
世
の
身
分
的
周
縁
２　

芸
能
・
文
化

の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
寺
内
直
子
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
雅
楽
伝

承
の
流
派
（
序
説
）
〜
慶
長
八
年
京
都
楽
人
地
図
」（『
日
本
文
化
論
年
報
』
十
三
、
二

〇
一
〇
年
）、
山
田
淳
平
「
近
世
三
方
楽
所
の
成
立
過
程
」（『
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』

十
三
、
二
〇
一
六
年
）

（
２

） 　

相
見
香
雨
「
閑
却
せ
ら
れ
た
る
土
佐
光
則
」（『
日
本
美
術
協
会
報
告
』
五
、
日
本
美

術
協
会
、
一
九
二
七
年
）
や
日
本
の
文
様
研
究
会
編
『
土
佐
光
則
繪
手
鑑
』（
フ
ジ
ア
ー

ト
出
版
、
一
九
七
二
年
）、『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅴ
』（
駸
々
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）

が
あ
る
。

（
３

） 　

近
年
、
榊
原
悟
氏
に
よ
っ
て
「
雑
画
帖
」
の
花
鳥
草
虫
図
に
関
す
る
考
察
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
榊
原
悟
「
眼
の
極
楽
」
三
七
・
三
八
（『
岡
崎
市
美
術
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
』
八
八
・
八
九
、
二
〇
二
一
年
・
二
〇
二
二
年
）

（
４

） 　

こ
れ
ま
で
の
舞
楽
図
研
究
は
、
中
世
の
絵
巻
や
俵
屋
宗
達
筆
「
舞
楽
図
屏
風
」（
醍

醐
寺
蔵
）
が
注
目
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
近
世
の
舞
楽
図
は
、

屏
風
形
式
・
巻
子
形
式
と
も
に
現
存
作
品
の
数
が
多
い
た
め
、
網
羅
的
な
把
握
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
舞
楽
図
全
体
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
主
要
な
も
の
を
以
下
に
挙
げ
る
。

辻
惟
雄
「
舞
楽
図
の
系
譜
と
宗
達
筆
「
舞
楽
図
屏
風
」」（
山
根
有
三
編
『
琳
派
絵
画
全

集
宗
達
派
一
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）、
辻
惟
雄
「
舞
楽
図
屏
風
に
つ
い

て
」（『
風
俗
画　

公
武
風
俗
』（『
日
本
屏
風
絵
集
成
』
第
十
二
巻
）、
講
談
社
、
一
九

八
〇
年
）、
相
澤
正
彦
「
室
町
宮
廷
社
会
に
お
け
る
「
舞
絵
」
制
作
と
そ
の
一
例
に
つ

い
て
」（『
古
美
術
』
五
八
、
一
九
八
一
年
）、
泉
万
里
「
描
か
れ
た
芸
能
の
庭
│
邸
前

芸
能
図
の
系
譜
」（『
日
本
美
術
全
集
』
十
七
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）、
髙
岸
輝
「
足

利
義
政
室
町
殿
の
舞
絵
制
作
と
土
佐
広
周
・
土
佐
光
信
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研

究
紀
要
』
一
三
、
二
〇
〇
三
年
、
髙
岸
輝
著
『
室
町
王
権
と
絵
画　

初
期
土
佐
派
研
究
』

（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
に
再
録
）、
泉
武
夫
「
北
野
天
満
宮
蔵
「
舞

楽
図
」
衝
立
に
つ
い
て
│
古
代
末
期
〜
中
世
初
期
の
楽
舞
の
状
況
か
ら
│
」『
美
術
史

学
』
二
九
、
二
〇
〇
八
年
、
本
田
光
子
「
近
世
前
半
期
に
お
け
る
舞
楽
図
屏
風
の
成
立

と
展
開
│
桃
翁
本
・
Ａ
家
本
を
中
心
に
│
」（『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
論
叢
』
四
、

東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
、
二
〇
〇
八
年
）、
松
島
仁
「
第
三
章　

王
権
の
音
、
そ
の

は
る
か
な
る
響
き
│
徳
川
将
軍
の
舞
楽
と
そ
の
絵
画
化
を
め
ぐ
っ
て
」（
堀
淳
一
編
『
王

朝
文
学
と
音
楽
（『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学　

八
』）』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
（『
権
力

の
肖
像
│
狩
野
派
絵
画
と
天
下
人
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
八
年
）
に
再
録
）、
藤
原

重
雄
「
日
本
中
世
の
図
譜
的
な
舞
楽
図
│
〔
舞
楽
散
楽
図
〕
と
宗
達
屏
風
の
狭
間
│
」

（
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
編
『
陽
明
文
庫
蔵
舞
絵
〔
舞
楽
散
楽
図
〕・
法
隆

寺
旧
蔵
揩
鼓
『
日
本
音
楽
史
料
叢
刊
一
』』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、
古
谷
美
也

子
「
日
光
山
輪
王
寺
蔵
《
舞
楽
図
屏
風
》
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
藝
叢
』
三
四
、
二

〇
一
八
年
）、
藤
原
重
雄
「
伏
見
・
大
光
明
寺
の
舞
楽
図
障
子
に
つ
い
て
」（『
國
華
』

一
五
三
七
、
二
〇
二
三
年
）、
宮
崎
も
も
「
舞
楽
図
の
展
開
に
つ
い
て
│
平
安
時
代
か
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ら
江
戸
時
代
後
期
ま
で
│
」（
大
和
文
華
館
編
『
み
や
こ
の
舞
楽
│
舞
楽
面
と
舞
楽
図

で
た
ど
る
芸
能
の
美
』、
大
和
文
華
館
、
二
〇
二
五
年
）。
ま
た
展
覧
会
図
録
と
し
て
、

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
『
踊
る
姿
、
舞
う
形
│
舞
踊
図
の
系
譜
│
展
』（
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
、
一
九
九
二
年
）、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
雅
楽　

伝
統
と
そ
の
意
匠
美
』

（
宮
内
庁
、
二
〇
〇
五
年
）、
大
和
文
華
館
編
『
み
や
こ
の
舞
楽
│
舞
楽
面
と
舞
楽
図
で

た
ど
る
芸
能
の
美
』（
大
和
文
華
館
、
二
〇
二
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
５

） 　

本
稿
の
比
較
で
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
舞
楽
図
粉
本
」
の
ほ
か
、
同
系
統
と
考
え

ら
れ
て
い
る
『
古
画
類
聚
』
所
収
の
舞
楽
図
を
用
い
た
。
両
者
が
同
じ
系
統
に
属
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
古
谷
美
也
子
「
継
承
さ
れ
た
粉
本
│
松
平
定
信
編
纂
『
古
画
類
聚
』

所
収
の
舞
楽
図
」（
博
士
論
文
「
近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
舞
楽
図
の
研
究
」
筑
波
大
学
、

二
〇
二
一
年
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
宮
崎
も
も
氏
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

（
６

） 　

本
稿
で
は
第
五
系
統
の
図
と
し
て
、
本
田
氏
に
よ
っ
て
「
桃
翁
筆
本
系
」
に
分
類
さ

れ
た
狩
野
洞
春
筆
「
舞
楽
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
高
山
青
嶂
模
写
「
舞
樂
圖 

二
巻
」（
歴
彩
館
蔵
）
を
用
い
て
比
較
を
行
っ
た
。

（
７

） 　

前
掲
注（
２

） 『
土
佐
光
則
繪
手
鑑
』、『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅴ
』

（
８

） 　

上
下
巻
の
書
き
込
み
の
翻
刻
、
現
代
か
な
使
い
へ
の
変
更
お
よ
び
記
号
は
本
稿
筆
者

に
よ
る
。

（
９

） 　

池
田
宏
「
狩
野
晴
川
院
「
公
用
日
記
」
に
み
る
諸
相
」（『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』

第
二
八
号
、一
九
九
三
年
）。池
田
氏
に
よ
る
と
角
之
助
、亀
吉
、養
福
ら
の
名
前
は
「
公

用
日
記
」
に
も
残
る
。

（
10
） 　

松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
と
絵
巻
」（『M

useum

』
三
四
四
、
一
九
七
九
年
）

（
11
） 　

前
掲
注（
10
） 

松
原
論
文

（
12
） 　

古
谷
氏
は
前
掲
注（
５

）で
、『
古
画
類
聚
』「
人
形
服
章
十
一
」
の
う
ち
「
古
画
舞
楽

図
」
と
題
さ
れ
た
図
に
描
か
れ
た
「
新
靺
鞨
」、
甲
八
個
、「
採
桑
老
」
が
「
筆
者
不
詳

舞
楽
図
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
13
） 　

以
下
を
参
照
し
た
。『
教
訓
抄
』（『
覆
刻
日
本
古
典
全
集
』）
現
代
思
潮
社
、
一
九
七

七
年
、『
體
源
抄
』（『
日
本
古
典
全
集
』）
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
、『
樂

家
録
』（『
覆
刻
日
本
古
典
全
集
』）
現
代
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
年

（
14
） 　

近
世
の
土
佐
派
絵
師
に
よ
る
舞
楽
図
と
し
て
は
、
落
款
や
印
章
を
備
え
て
い
な
い
も

の
の
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
舞
楽
図
」（Bugaku Scroll, 

O
bject N

um
ber: 57.52.1, b57.52.2

）
が
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
土
佐

派
絵
師
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
皇
仁
庭
の
図
像
は
「
雑
画
帖
」
や
「
筆
者
不
詳
舞

楽
図
」
と
類
似
す
る
。
ほ
か
、
土
佐
光
成
筆
「
舞
楽
図
巻
」
が
あ
る
。
光
成
筆
本
は
未

見
で
あ
る
が
、
福
王
雪
岑
に
よ
る
模
本
（
朝
日
森
天
満
宮
蔵
）
を
確
認
す
る
限
り
、
桃

翁
筆
本
系
統
と
い
っ
て
よ
い
。

（
15
） 　

前
掲
注（
４

） 

髙
岸
論
文

（
16
） 　

画
巻
形
式
の
も
の
の
ほ
か
に
土
佐
光
信
伝
原
作
「
舞
楽
屏
風
」（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）

が
あ
る
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
２

０

２

１　

Ⅰ
期　

雅
楽
特
集
を
中
心
に
」
で
紹
介
さ
れ
た
。

（
17
） 　

前
掲
注（
２

） 

相
見
論
文

（
18
） 　

梅
沢
十
助
は
『
文
化
武
鑑
』『
文
政
武
鑑
』
に
徳
川
治
宝
の
御
用
人
と
し
て
載
る
。『
文

化
武
鑑
』
お
よ
び
『
文
政
武
鑑
』
は
『
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』（
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
））
よ
り
閲
覧
し
た
。
な
お
原
田
直
輝
氏
よ
り
、『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類

書
書
上
げ
』（
和
歌
山
県
立
文
書
館
蔵
）
に
生
年
明
和
八
年
、
没
年
文
政
四
年
の
記
載

が
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
19
） 　

徳
川
治
宝
と
舞
楽
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
福
井
久
藏
『
諸
大
名
の
学
術
と

文
芸
』（
厚
生
閣
、
一
九
三
七
年
）、
太
田
宏
一
「
徳
川
治
宝
と
雅
楽
」『
’96
特
別
展　

紀
州
徳
川
家
の
和
楽
器
』（
和
歌
山
市
立
博
物
館
、
一
九
九
六
年
）、
寺
西
貞
弘
「
紀
州

徳
川
家
十
代
藩
主
治
宝
と
そ
の
時
代
」（『
十
代
藩
主
治
宝
と
そ
の
時
代
』
和
歌
山
市
立

博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
遠
藤
徹
・
清
水
淑
子
・
前
島
美
保
「
紀
州
徳
川
家
伝
来
の

雅
楽
譜
に
つ
い
て　

付 

増
補
改
訂
資
料
図
録
３

楽
譜
の
部
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
研
究
報
告
』
一
六
六
、
二
〇
一
一
年
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
楽
器
は
語
る　

紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
と
君
子
の
楽
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）、
山
田

淳
平
「
近
世
武
家
雅
楽
の
普
及
と
展
開
」（『
日
本
史
研
究
』
六
六
六
、
二
〇
一
八
年
。

山
田
淳
平
著
『
近
世
の
楽
人
集
団
と
雅
楽
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）
に

再
録
）
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（
20
） 　

前
掲
注（
19
） 

遠
藤
・
清
水
・
前
島
論
文

（
21
） 　

前
掲
注（
19
） 

山
田
論
文

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
二
五
年
十
月
に
藝
能
史
研
究
会
例
会
（
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
発
表
し
、
そ

の
際
に
賜
っ
た
助
言
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研

究
は
、
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
に
よ
る
助
成
の
成
果
で
す
。

【
画
像
出
典
】

「
雑
画
帖
」（
図
１

、
２-

１

、
３-
１

、
４-

１

、
５-

１

、
15-

１

、
16
、
17
）
お
よ
び

「
筆
者
不
詳
舞
楽
図
」（
図
６

〜
14
、
15-
２

、
18
）、
狩
野
洞
春
筆
「
舞
楽
図
巻
」（
図
19
）

の
画
像
はCol Base

に
掲
載
画
像
を
本
稿
筆
者
が
加
工
の
う
え
転
載
し
た
。
高
山
青
嶂
筆

「
舞
樂
圖
」（
図
２-

２

、
３-

２

、
４-

２

、
５-
２

）
の
画
像
は
京
都
府
立
京
都
学
・
歴

彩
館
歴
史
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
に
掲
載
の
画
像
を
本
稿
筆
者
が
加
工
の
う
え
転
載
し
た
。『
住

吉
家
古
画
留
帳
』（
図
20
）
の
画
像
は
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
提
供
を
受
け
た
。


